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第５回 旭市総合戦略推進委員会 会議内容 
 

 

日時：令和２年３月４日（水）14：00～ 

場所：旭市役所南分館３階会議室 

 

 

○ 出席者 

 《委員》 11 名出席  

飯田  正信 委員 出 石毛  直夫  委員 出 石毛 みさと  委員 欠 

石見 千賀子 委員 欠 伊藤  慎吾  委員 出 伊原  敬道  委員 出 

小川  光雄 委員 出 鎌田  元弘  委員 出 城之内 和義  委員 欠 

板谷  敬二 委員 出 田邉 波津枝  委員 出 平野  晃久  委員 出 

古橋  志雄 委員 欠 柳   明美  委員 出 芳野   守  委員 出 

 《旭市》 

  企画政策課長等（事務局） 計 6名 

 
 
 

○ 資料 

・ 次第 

・ 第 2期旭市総合戦略（案） 

・ 第 2期旭市総合戦略(素案)に関する意見と市の考え方 

・ 第 3次旭市定住自立圏共生ビジョン（案） 

・ 共生ビジョン掲載事業一覧 

・ 旭市定住自立圏形成方針 
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○ 会議内容 

１．開会 

 
 

２．説明  

（１）第２期旭市総合戦略について 

（事務局 説明） 

 

意見交換、質疑応答 

委員長：  ありがとうございました。膨大な作業大変お疲れさまでした。前回の委員会で各委員

がご発言いただいた意見を適宜加筆修正していただいていますが、委員の皆さま、ご確

認いただけましたでしょうか。改めてご覧いただき、ご意見やご質問がございましたら

お願いいたします。併せて、ここに反映させている 3件の中身について教えていただけ

ますか。 

 

事務局：  市民からいただいた 13 件の意見のうち、11、12、13 番を計画に反映させています。 

 農業基盤の強化のために旭農業高校や東総工業高等学校との連携を図り、スマート農

業の人材育成、飯岡地区や椎名内浜地区等の水産業の基盤強化として水産資源の管理、

漁獲物の高価値化の取り組みの必要性、防災面において近年多発している台風や暴風雨

対策の追加というご意見です。 

 

委員長：  それを含めてご意見、ご感想はありますか。 

 

委 員：  雇用関係についての情報発信を計画に盛り込んでいただきありがとうございました。

私が特に問題にしていたのは、大学生への地元企業の求人情報の発信です。今の高校生、

大学生の就職活動ですが、高校生の場合には、7 月に地元企業から高校に求人票が送ら

れてきます。それを見ながら進路指導の先生とも相談して就職先を決めていますが、問

題は大学生です。 

 大学生は「マイナビ」や「リクナビ」等のサイトに 3万社前後の企業情報が掲載され

ています。大学生はその情報をチェックして企業説明会に参加し、就職先を決めている

のが現状です。大学生は地元の企業情報をほとんど見ないまま、就職先を決めています。

子どもの就職は子どもに任せるという親御さんが多いため、地元に戻ってくることは無

理で人口流出は抑制できないと思います。 

 私は以前の委員会で市が就職サイトの開設をしたらどうかという提案をさせていた

だいていますが、市の担当課からは、大学生にはハローワークでの情報収集の方が効率

的で、市で管理するのは非効率だという回答をいただきました。 

 しかし、全国の自治体を見るとホームページに大学、短大、専門学校等の新卒者向け

に、地元企業の求人情報を掲載している市町村は少なくありません。 

 例えば、新潟の中央に位置する人口 4万人程度の新潟県見附市では、大学生向けホー

ムページを開設し、地元企業の就職情報を掲載しています。そのほか、親御さん向けだ

と思うのですが、求人情報を全国に配布している自治体もあります。また、就職支援メ

ールの配信、県内外の大学に求人情報まで送付している団体もあります。 
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 この会議の第1回目のときに市長が一番重要なのは若年層のUターンだとお話しをさ

れていました。もちろん情報サイトを開設しただけで大学生の流出が止まるとは思いま

せんが、若年層の流出を止めるための第一歩だと思いますので、大学生、短大生、専門

学校生等への情報発信を前向きに検討していただければと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。今の意見について事務局から何かありますか。 

 

事務局：  大学生向けのホームページの開設についてですが、総合戦略に記載があるなしに関わ

らず今後検討していきたいと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。 

 私が勤める大学では、全国に OB･OG がいますが、その支部組織が地域の優良企業を同

窓会のときに紹介しています。私の大学に話していただければ、地元旭市の OB･OG が企

業の紹介を行うことができるかとも思います。 

 また、先ほどご説明があった生涯活躍の拠点づくり等も大学でお手伝いできることも

あると思います。様々なところとの連携を図っていくことで、東京に勤めているがまた

故郷に戻ってきたいという若者が出て来てくれれば良いと思います。 

 それでは委員のご意見を含めて、委員会で出た意見や提案をできるだけ総合戦略に反映

させていくということを踏まえて最終案とさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

       （異議なし） 

 

 異議なしということで最終案の了承をいただきました。 

      それでは次に第3次旭市定住自立圏共生ビジョンについて事務局からご説明をいただ 

きます。 

 

 

（２）第３次旭市定住自立圏共生ビジョンについて 

（事務局が説明） 

 

意見交換、質疑応答 

委員長：  ありがとうございました。私からの質問ですが第 3次旭市定住自立圏共生ビジョンの

パブリックコメントは行わないのですか。 

 

事務局：  はい、第 2期旭市総合戦略の中にある事業を選択しているため、パブリックコメント

は必要ないと考えています。 

 

委員長：  第3次旭市定住自立圏共生ビジョンについてのご質問やご不明な点がありましたらお

願いいたします。 

 ただ今事務局からご説明がありましたが、第 2期旭市総合戦略から選定したというこ

とで、総合戦略と似たようなことをもう 1回ここで出す必要があるのか、と思われる方

がいらっしゃるかとも思いますが、このビジョンは、平成の市町村大合併の際にみんな

で協力して一緒にやっていきましょう、ということが基本になっています。 
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 したがって 7ページの図のように、ネットワークや各地域の役割に落とし込む、旭市

全体の中でも偏りがなく合併前の各地域が立体的に役割を決めてやっていきましょう、

その計画を作りましょう、それを国がお手伝いします、というのがこの第 3次旭市定住

自立圏共生ビジョンだと思います。 

 そのために、大合併の時期の施策や方針が今も生きているということだと思います。

特に千葉県のソフト関連の活動支援や市民活動などに補助金をたくさん出していただ

くということですが、私は県民文化の座長をやっていますがこういうことがあるとは知

りませんでした。 

 

委 員：  事業一覧を見るといくつかの事業がなくなっていますが、これはほかの事業と一緒に

したり、事業が完了したということなのでしょうか。それとも必要がないから削除した

ということなのでしょうか。 

 

事務局：  今回、9 事業を減らしていますが、進捗状況の良いものをまず取り除いています。ま

た、29 番の結婚を促進する出会いの場の創出事業は、形成方針の各地域の役割に関係な

く旭市全体で取り組む事業のため、第２期旭市総合戦略の重点戦略として残しています。

他の事業もここではなくなっていますが、第 2 期旭市総合戦略の中には残っています。 

 

委員長：  ほかにご意見はありますか。特に地域の役割とその位置づけが大変重要なビジョンで

す。そのあたりについて質問はありませんか。 

 

委 員：  先ほど市負担の事業費が 2億 4千万円だったり、補助金のご説明がありましたが、平

成 30 年度は前年度に比較して、すごく補助金の額が低くなっていますが、理由は何か

ありますか。 

 

事務局：  特別交付税のことだと思いますが、平成 30 年度と令和元年度もそうですが、全国的

に災害が多かった年だったため、補助金の交付が旭市に回ってこなかったという推測を

しています。その理由については今年度を見てみないと何とも言い難いと考えています

が、低い要因を尋ねても、国に回答していただけないという現状です。 

 

委 員：  道の駅「季楽里あさひ」は地域的には重要で核になる施設だと思いますが、役割分担

にかかる基本的な考え方のところで、総合的な管理を行うとありますが、ここはどこが

管理をするのでしょうか。 

 

事務局：  実際の管理は第 3セクターの道の駅、株式会社季楽里あさひが行っていますが、事業

名で「道の駅季楽里あさひ管理」として出ていますが、これは市の予算事業名が「道の

駅季楽里あさひ管理」という名称になっているためです。そのため、こういう事業名に

なっています。 

 

委 員：  実際の管理運営というのは、株式会社季楽里あさひということでしょうか。 

 

事務局：  はい、管理はそうです。 

 

委 員：  以前、キャッシュレスの話をさせていただきましたが、商売っ気をもっと出した方が

良いという意見も耳にしています。難しいこともあると思いますが、利用しているお客
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さまや出店されているお客さまから意見があったので確認させていただきました。 

 

委員長：  今のお話はご意見ということでよろしいでしょうか。 

 道の駅も全国で多数できていますが、今の委員のご意見のように、貪欲さをどうやっ

て育んでいくかが課題となっています。そうしたことも含めて検討していただきたいと

思います。ほかご意見はありますか。 

 

委 員：  移住定住の促進についてですが、第 3次旭市定住自立圏共生ビジョンと第 2期旭市総

合戦略中にも事業として掲載されていますが、今後検討されてはいかがでしょうという

ことを提案させていただきます。 

 本年度から旭市は定住者に 150 万円を交付していますが、交付対象者を拡大して、親

と同居する世帯、具体的には息子夫婦や娘夫婦にも実家の増改築やリフォーム等にかか

る費用については、交付するような施策をやっていただければと思います。 

 子どもが親と住めば人口減少対策、子育ての不安解消、出生数の増加とともに、親の

介護にも役立ち、空き家対策にも効果があると思います。 

 本年度 150 万円に交付金を上げたばかりのため、すぐには難しいと思いますが、親と

同居する世帯に対しても交付する方向で検討していただければと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。ご意見ということでお伺いさせていただきました。 

 これまでいくつかご意見やご提案をいただきましたが、第 3次旭市定住自立圏共生ビ

ジョンについてご了承いただけたということでよろしいでしょうか。 

  

（異議なし） 

 

 それでは次第の最後、その他についてです。 

 

 

４．その他 

事務局：  今後の予定についてご説明させていただきます。 

 3 月 9 日に第 3 回国土強靱化検討委員会を庁舎内で開催します。第 5 編の国土強靱化

について最終のご確認をいただいた後、第 2期旭市総合戦略を決定し、印刷業務に入ら

せていただきます。 

 同時に第 3次旭市定住自立圏共生ビジョンについても決定させていただきます。どち

らも年度内に策定いたします。 

 また冊子の納品については、3 月中を予定しています。冊子が出来上がりましたら委

員の皆さまに送付させていただきます。本年度は 5年に 1度の策定の委員会を開催させ

ていただきました。ご多忙のところ、ご出席いただきありがとうございました。 

 来年度以降ですが、年 1回、総合戦略と定住自立圏共生ビジョンの評価に関する委員

会を実施予定です。例年 9月～10 月に実施させていただいています。開催日時などが決

まりましたら、またご連絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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５．閉会 

委員長：  ありがとうございました。事務局からのご挨拶にもありましたように、来年度こそは

良い年度になればよいと思っています。また、総合戦略と定住自立圏共生ビジョンの進

行管理を一緒に検討できれば良いと思っています。 

 大変長い間ありがとうございました。これにて閉会いたします。 


